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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年６月30日）における我が国の経済は、新興国経済の減

速に伴う影響などから輸出や生産面に鈍さがみられるものの、国内需要は設備投資が緩やかな増加基調にあるほか、

一部に弱めの動きがみられる個人消費も雇用・所得環境の改善を背景に底堅く推移し、全体として緩やかな回復基調

が続いております。

 当社の属する駐車場業界においては、慢性的な駐車場不足や都市部での建築に伴う駐車需要、建築による駐車場の

減少を背景に売上について底堅く推移しました。

 このような中で、当社は引き続き積極的な営業活動を行い、新規駐車場の開設を進めるとともに、既存駐車場にお

いても料金変更を機動的に行うなど採算性向上に努めました。

 その結果、当第３四半期累計期間においては191件2,821車室の新規開設、76件1,232車室の減少により115件1,589

車室の純増となり、６月末現在、1,720件24,459車室が稼働しております。

 以上の活動により、当第３四半期累計期間の売上高は8,990百万円（前年同期比11.0％増）、営業利益1,833百万円

（同23.8％増）、経常利益1,650百万円（同27.6％増）、四半期純利益1,087百万円（同33.9％増）を計上いたしまし

た。

 

 当社の具体的な駐車場形態毎の状況は以下の通りであります。

 

（賃借駐車場） 

 当第３四半期累計期間においては、178件2,630車室の開設及び76件1,232車室の減少により102件1,398車室の純増

となりました。その結果、６月末現在1,591件20,698車室が稼働しております。新規駐車場の開拓が順調に推移し、

前期にオープンした駐車場を含む既存駐車場の売上が順調に推移したため、売上高は7,379百万円（前年同期比

10.1％増）となりました。 

 

（保有駐車場） 

 当第３四半期累計期間においては、大阪市２件10車室、高知市２件26車室、横浜市１件４車室、熊谷市１件５車

室、秋田市２件69車室、盛岡市１件17車室、水戸市１件５車室、千葉市１件21車室、長岡市１件17車室、小樽市１件

16車室、合計13件190車室を新規開設いたしました。このほかレイアウト変更により青森市において１車室増加しま

した。その結果、６月末現在においては129件3,761車室が稼働しております。売上高は1,291百万円（同12.5％増）

となりました。このほか、当第３四半期累計期間において、徳島市１件41車室分、高松市１件９車室分、大阪市１件

３車室分、松戸市１件12車室分の駐車場用地を取得しており、当事業年度中のオープンを予定しております。 

 

（その他売上） 

 当第３四半期累計期間においては、不動産賃貸収入、自動販売機関連売上、駐輪場売上、太陽光発電売上により、

売上高は319百万円（同27.7％増）となりました。 

 

 当事業年度における駐車場形態毎の販売実績は以下のとおりです。 

 
前第３四半期累計期間 

（自 平成26年10月１日 
 至 平成27年６月30日） 

当第３四半期累計期間 
（自 平成27年10月１日 
 至 平成28年６月30日） 

前事業年度 
（自 平成26年10月１日 
 至 平成27年９月30日） 

駐車場形態 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

賃借駐車場 6,699 7,379 9,081 

保有駐車場 1,148 1,291 1,559 

その他売上 250 319 355 

合計 8,098 8,990 10,997 

 

 

- 2 -

パラカ株式会社(4809) 平成28年９月期第３四半期決算短信



（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期会計期間末における総資産は25,025百万円となり、前事業年度末に比べ1,548百万円増加いたしまし

た。これは主に有形固定資産土地の増加（1,238百万円）、現金及び預金の増加（13百万円）によるものでありま

す。 

 当第３四半期会計期間末における負債の部は14,807百万円となり、前事業年度末に比べ747百万円増加いたしまし

た。これは主に長期借入金の増加（585百万円）によるものであります。 

 当第３四半期会計期間末における純資産の部は10,218百万円となり、前事業年度末に比べ801百万円増加いたしま

した。これは主に利益剰余金の増加（802百万円）によるものであります。この結果、自己資本比率は、前事業年度

末の39.7％から40.4％となりました。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 今後の我が国経済については、英国の欧州連合離脱に伴う世界経済への影響や為替市場の動向など金融市場に不安

定な動きがあるものの、雇用・所得環境の改善や個人消費の持ち直し、堅調な企業の投資マインドを背景に底堅く推

移していくとみられております。 

 当社の属する駐車場業界におきましても、引き続き一定の解約はあるものの、依然として、時間貸駐車場の供給は

足りず、需給バランスはタイトな状況が続いております。 

 このような状況のもと、新卒を中心とした営業人員の採用及び各拠点に適切な人員の配置を行うとともに、営業支

援システムの機能向上、情報の蓄積と活用を図り、更に効率的な営業活動を行うことで、駐車場の新規開拓を推進し

てまいります。既存駐車場については当該システムを活用し、機動的に料金変更を行うなど収益性の向上を目指しま

す。 

 また、保有駐車場用地については、地方の中核都市を中心に取得を目指します。これにより、保有駐車場と賃借駐

車場の相乗効果で、駐車場の新規開拓を加速します。 

 今後につきましては、世界経済の下方リスクが指摘されるなど不透明さは増しているものの、保有駐車場の取得が

順調に進んでいること、既存駐車場、当期オープン済みの新規駐車場の売上が堅調に推移することが見込まれており

ます。 

 以上を踏まえ、当第３四半期までの実績値を考慮し、売上123億円、営業利益24.1億円、経常利益21.4億円、当期

純利益13.9億円に通期の業績予想を上方修正いたします。

 

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実

性が含まれています。この影響のため、実際の業績が公表している見通しと異なる可能性があります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

 税金費用の計算については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第３四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 当該変更が財務諸表に与える影響は僅少であります。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前事業年度 
（平成27年９月30日） 

当第３四半期会計期間 
（平成28年６月30日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,735 2,749 

売掛金 93 122 

前払費用 538 582 

その他 82 83 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 3,449 3,537 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 796 769 

機械及び装置（純額） 703 1,155 

土地 15,809 17,048 

リース資産（純額） 1,756 1,767 

その他（純額） 617 401 

有形固定資産合計 19,683 21,141 

無形固定資産 30 27 

投資その他の資産 312 317 

固定資産合計 20,026 21,487 

資産合計 23,476 25,025 

負債の部    

流動負債    

買掛金 158 156 

1年内償還予定の社債 40 30 

短期借入金 211 223 

1年内返済予定の長期借入金 1,226 1,239 

未払法人税等 295 320 

賞与引当金 37 17 

株主優待引当金 6 － 

その他 718 764 

流動負債合計 2,695 2,750 

固定負債    

社債 250 230 

長期借入金 9,200 9,785 

リース債務 1,367 1,373 

株式給付引当金 7 20 

資産除去債務 163 183 

その他 374 462 

固定負債合計 11,364 12,056 

負債合計 14,059 14,807 
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    （単位：百万円） 

  前事業年度 
（平成27年９月30日） 

当第３四半期会計期間 
（平成28年６月30日） 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,699 1,720 

資本剰余金 2,034 2,055 

利益剰余金 6,155 6,958 

自己株式 △405 △405 

株主資本合計 9,483 10,328 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 9 3 

繰延ヘッジ損益 △163 △209 

評価・換算差額等合計 △153 △206 

新株予約権 86 95 

純資産合計 9,416 10,218 

負債純資産合計 23,476 25,025 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第３四半期累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年６月30日) 

 当第３四半期累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 8,098 8,990 

売上原価 5,817 6,253 

売上総利益 2,280 2,737 

販売費及び一般管理費 799 904 

営業利益 1,480 1,833 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 0 0 

受取保険金 - 1 

その他 0 0 

営業外収益合計 1 2 

営業外費用    

支払利息 184 181 

その他 3 3 

営業外費用合計 188 185 

経常利益 1,293 1,650 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

受取和解金 - 1 

特別利益合計 0 2 

特別損失    

固定資産除却損 9 13 

特別損失合計 9 13 

税引前四半期純利益 1,284 1,639 

法人税等 473 552 

四半期純利益 811 1,087 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

 当社の事業は、駐車場の開拓及び運営管理に関連する事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。 
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